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一七世紀初頭の『ラ・フランシヤード』 （第一回）
D
eux Franciades au début du 17
e siècle （
Ⅰ）
高
　　　
橋
　　　　
薫
要
　　　
旨
かつてウェルギリウスがローマ帝国のひとびとのアイデンティティを高めるべく、トロイア戦争の落ち武者アエネアスを建
国の雄としてその生涯を歌ったのに倣って、フランスでも中世以来アエネアスの同輩フランクスがフランス建国の祖であったという伝承が存在した。一六世紀最大の天才詩人ロンサールもこの主題にのっとった叙事詩の完成を目指したが、改革派対カトリック信徒という、国家のアイデンティティそのものの崩壊と当時 歴史学 発展により、所詮は虚構であるその叙事詩『ラ・フランシヤード』は完結の域には程遠い状態で出版された。世紀をあらためて一七世紀初頭、三人の韻文家がこの物語の完成を目指した。その ちのひとり、クロード・ガルニエはロンサールの弟子を名乗 て未完の叙事詩の続編を歌っ 。本稿で扱うのはロンサール は異なり、より近代的な歴史記述のなかにフランクス伝承を組み入れ、いまだ尾を引く夢の国家的叙事詩 作 論んだ、ガルニエ以外 「遅れてきた」一六世紀詩人ふたりの作品である。本国で 評価も低いため作者・作品の梗概に紙幅 割かれ、予定 枚数を大幅に超えたため複数回にわたって連続論評することをお赦し た きたい。まず第一回はニコラ・ジュフラ の作風を取り扱うものとする。
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キーワード
近代の成立ロンサールの『ラ・フランシヤード』がどう構想され、どのような経過を経て取り組まれ、どのように失敗作の
烙印を押されるにいたったか、そのどこが失敗作と見なされるのか等々については、すでに名だたる研究者が各者各様に意見を開陳しており
）（
（
、この点で何らかの新説を提出しようというわけではない。ただロンサールのこの主題
への挑戦の失敗 受けてほぼ半世紀、アンリ四世からルイ一三世の時代に けて、ロンサールの直弟子を名乗る者から、新しい詩法 提唱す 者まで、不徹底ながら筆者が散見出来た続編、もしくは新作の『ラ・フランシヤード』が、単発的に歳月 隔ててではあれ 出版されたのは事実であり、題材としてのこの物語の魅力の存続ははっきりしている。そのうち源泉となるロンサールの作品の梗概とクロード・ガルニエの『続・ラ・フランシヤード』の梗概については別言 た で、ここでの論評はひかえたい
）（
（
。まず、刊行年代はルイ一三世の時代の作品であり、
それに先行するアンリ四世時代 他の『ラ・フランシヤード』 後塵を仰ぐことになるが ノワイヨンのひと、ニコラ・ジュフランとその『ラ・フランシヤード』 周辺を探索してみる
）（
（
。
一
現在刊行中の『フランス人名事典
）（
（
』にもその名を見いだせず、ただブリュネの『古書店主の手引き
）（
（
』に取り上げ
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られ、またその記事のなかでかろうじてヴィオレ・ル・デュックが何事か書き残していることが知られる
（筆者未
確認）
以外、そしてクロード・フザンの遺作となった大著『ラ・プレイヤード派の死と再
生
）（
（
』でジュフランの名前
がニコラであること以外、ジュフラン本人が『ラ・フランシヤード』の扉で名乗る、 「ノワイヨンの塩倉庫管理人にして故マイエンヌ公殿の秘書」という肩書しか知られていないこの韻文作家 、一六二三年に大法官府の傍らのアントワーヌ・ド・ソマヴィル書店から、国王允許付きで刊行したその著作には、二通の序言、すなわち「国王陛下への書簡」と「読者諸氏への序言」が付されており、まず前者には次のような言葉が認められる。
両方の徳〔忠告に耳を貸すことと慎重にふるまうこと〕において先王みなに秀でていたように思えるルイ一一世は、慎重であることが王者らしい振舞いの第一の指針であることをそれ以上疑わせませんでした。しかし陛下、国王に必要なこれらふたつの徳を兼ね備えた偉大な 揮官の列に、ここでルイ一一世を加え と望むとしたら 陛下を退屈にさせ、さらには時宜を得ぬ行為でありましょう。それらの徳を身 まとい、それらの徳を実践するもっと確実な方法とは、抜きんでて秀でた君主たち 生涯を読む によってであるからであります。陛下に、歴代の国王の歴史をご紹介することにおいて確信しておりますが、 の歴史の第一 は陛下のご先祖たちの素晴らしいこ 限り い戦争でのご活躍が、 くに陛下の優れたご尊父のご活躍が描かれているのです。それはこの書を開 たままにさせ、陛下が、もしよろしければ、地上で優れた国王が るとし 、その方を推薦するにあたいするものとしうる滅多にない徳をすべて汲み取られる は、陛下世界中のもっとも義にしてもっと 栄光あ かの君侯の資質 加え 、陛下によっ すでに べからく獲得さ
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れている徳なのであります。 〔
G
euffrin ã iii r °
-v °〕
要するに、フランス各地方に分権する豪族の家臣たちにフランス人たるアイデンティティを自覚させるため、ロ
ンサールが中世以来のフランクス伝承を詩的に構成しなおそうとしたのに対し、ジュフランは同じ目的を有しながら、端的に言って、国王 列伝記を韻文化しようとしているのだ。ロンサールとの接続を否定する文言は、同じく序詞である「読者諸氏への序言」にそのまま記されている。
諸氏よ、わたしがこの『 〔ラ・〕フランシヤード』を創作するよう命じられたとき、わたしにはかくも稀有な作品をそれにふさわしく遂行し完結するに十分 暇が せんでした。栄光にみちたロンサールがそこで筆をとめたシャルルマーニュから始めればよいとさえ命じられたとしても、であります。そこで は、文体の相違が大きな奇形となると思い、詩句がいた ころで等しくなるようにファラモンから現在の御代までの歴史 あらゆる系譜を辿り お 、一〇音綴から、より重厚 書き方だ 思い、一二音綴に変える以外いませんでした。このようにして、わた はこの作品を国王ルイ一三世の御代 で導いたのです。 〔
G
euffrin iiii
　
r °
-v °〕
繰り返しになるが、国民のアイデンティティの拠りどころを、ロンサールの『ラ・フランシヤード』 最終歌が
残した国家創設の神話的イデオロギーであるフランクス伝承から、それとまっこうから向かい合い、ロンサールの
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英雄音綴〔一〇音綴〕ら、より情報量を託し得るアレクサンドラン音綴〔一二音綴〕に変え、ロンサールの『ラ・フランシヤード』との接続を断ち切って、王国の統治イデオロギーである実証的な
（と思われた）
国王史を執筆し
たというのである。実はこれはジュフランの『ラ・フランシヤード』の標題そのものにも告げられていたものであっ 。ジュフランの標題を可能な限り正確に和訳すれば、
『ラ・フランシヤード
　
もしくはファラモンから現在その御代であるルイ・ル・ジュストまでの国王の歴史
　
ノワイヨン塩税庫管理人にして故マイエンヌ侯爵閣下の秘書ジュフラン殿によりフランス語韻文にされしもの　
パリ
　
大法官邸傍の裁判所内、アントワーヌ・ド・ソマヴィル書店
　
一六二三年
　
国王の允許状つき』 〔注
（
（）を参照〕
とでも表現できるであろう、この韻文作品の標題はもうひ りの、いやただひとり純血 血統につらなるべく意識していたであろうクロード・ガルニエにあっては『 ・フランシヤードの書
　
ロンサールのそれの続篇
　
王太子殿
下に捧げる
　
パリのひとクロード・ガルニエによる
　
一六〇四
年
）（
（
』となっており
（両者の出版年代については後述す
る）
、別稿でも触れたとおり、その第一行はまさしく、ロンサールにあっては、憑依状態になりフランクスにその
末裔を告げかけ 巫女イアントの名前で始まっていたのである
）（
（
。このことはガルニエのイアント言及と非常に
対照的なジュフランの『ラ・フランシヤ 』の書き出しの《諸王のほまれ、諸王国の栄光、ルイよ》 〔
G
euffrin 
（〕とおもねる一行にも見て取れる。そして一ページをへてジュフランは己の韻文とロンサールの詩作をこう対比
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して、神話ならぬ実証的
（？）
歴史考証の直中へとはいってゆく。
このような具合で、賢明な読者よ、驚いてはいけない、もしわたしが栄光につつまれたロンサールの足取りに沿って歩い としても、そしてわ しが彼につづけてヘクトルの種族を褒め称えるのと見ると てもさらには彼がわたしに作っ くれた橋を、わたしの作品が等しく完全なものになるように、渡っ りしても、世界図の構成を変えることなく、わたしは新 い歴史を新しい文体から作るのだ。怒りでいっぱいになった死の女神が、私たちの時代まで英雄詩の声を宇宙に満たす目的を持って彼に、書くこと 許さなかったこと 無念に思う。ルイはまことに王侯 ちの中で屹立した存在でありファラモンから生まれたかくも多くの諸王の中で、彼はたったひとりでフランスの栄光の相続者と る だ。したがって破りがたき国王よ、こ 若きトロイアび 勇気
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優美と顔
かんばせ
を受け継いでいらっしゃる、
かくも多くの戦いのあとで、危険極まりない攻撃を加える方、優雅に迎えて、これら 文書をお受けください、そして多くの、まさしく多くの祖先たちの事績の中に、その王杖をあなた以上によりふさわしく揮う者が れかひとりでもいて、そのもっとも若き日に障害をあなた以上に見つけなかった どうか、そして勝利 月桂冠の重みをあなた以上に味わなかった どう ご覧ください。さてたくさんの虚しい寓話で煩わされることなく、わたしは だ運命がフランクスの味方をしてあれらの不敗のトロイアび を彼とともに導き、岸から岸へと伝い渡りしたあとで、ダニューブ河の入り江で、 旅をやめさせた。そして心からもてなしてくれる主
あるじ
のディケーの舘で、
彼の娘からみず の運命の顚末を、何百という危険極まりない戦闘 危難のあとで、パリの周壁を建設させるだろうと知らさ た。そしてこ 王のふたりの娘が父の掟
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神々の掟を顧みることなく、フランクスの勇猛さに心を奪われ、ひとりは彼の酷いこときわまりない軽蔑 心乱れ、大海の底へと身を投げた。もうひとりは希望を胸に、魔術をもちい、栄誉ある結婚から産まれる。フランクスがマルコミールからもつすべての息子の雄姿を見させた。そしてどのようにしてライン河畔に帝国を築くか も。だがこれらの余計な思惑は何の役にも立 ないしすべてわきにのけて、フランクス 種族について真実を記し、ファラモン 最初にここで彼の地位に って わった 申 立てよう。
以上の四〇余行がフランクス伝承にあてられたすべてであり、フランクス伝承を受けるすべてである
（ちなみに
マルコミールとはニコル・ジル＝ドニ・ソバージュ＝フランソワ・ド・ベルフォレ版『フランス年代記』で後述の、ガリア人からフランク人への改名の由来を託された人物）
。ロベール・ガルニエが巫女イアントをもちいてフランクスの盾に刻ま
れた細密画を解読し、シャル マーニュまでのフランク族の栄誉を告げた、その手法のかけらもない。全六歌からなるジェフランの『ラ・フランシヤード』にあって、主たる目的は第六歌で讃えられるアンリ四世の功績と彼の後継者た ルイ・ル・ジュスト
（ルイ一三世）
への阿諛であり、第五歌以前はアンリ四世までの国王史にあてられて
いる。ジュフランは必ずや出典をなぞっていたはずだが、残念ながら浅学菲才の身には こ といってありうべき
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一冊に絞り込むことはできない。ただジュフラン程度の歴史認識なら当時の啓蒙書
（専門書とも言えなくもないが）
にあふれていたはずだ。たとえば『ラ・フランシヤード』の堰を切ったロンサール自身は、ローモニエによると、ロベール・ガガン、ニコル・ジル、ジャン ブーシェ、トゥールのグレゴリウス、修道士エモワンから想を得ていた、という
）（
（
。ロンサールから数十年を経たジュフランの時代には、さらに歴史というイデオロギーを担わされた無
数の大著がカトリック・サイドであろうと改革派陣営からであろうと、ポリティック派の手によるものであろうと、も されて た。ロベール・ガガンやニコル・ジルの年代記を訳出してもよいのだが、残念ながら私の手元には
（仏語訳の）
ガガンやジル、グレゴリウス、エモワンの描写
（といっても引用の繫ぎあわせにちかいのだが）
しかなく
ブシャールの年代記は『アキタニア年代記』しかない。しかもそれらの年代記を散見しても、そこにはジュフランの以下の〔
G
euffrin　
（-（ 〕にでてくる逸話が物語られてはいないのである。そしてまた一六世紀後期から一七世
紀初頭にかけての正統的な歴史学派
（古代史の代表格はもちろんクロード・フォーシェだが、もちろんそこには〔
G
euffrin 
（-（ 〕の
類たぐい
の、見て来たような噓はない〕にもその種の逸話はない。そこで出典探しはさしあたり控え、ここではジュフランの
出版に数年先立つ、しかし歴史書としては一応（ 「一応」と言うの 、このカトリック 〔ジャン・ド・セール〕に改宗したかつての改革派をめぐる著者の人品にまで及ぶような毀誉褒貶があったからだが）
権威があり、出版後数十年にわたって、
一七世紀 中期まで幾度も内容を改定され、判型を変えられつつも 人口に膾炙してきたジ セ ルの大著と、ジュフランの韻文作品を、メロヴィング朝の名前の由来となった メロヴェに捧げられたそれぞれの文章に例をとって比較してみることにしよう。
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恐ろしげに進んでくるこのもうひとりの国王は誰だろう。この方のすべての勅令においてご自身が公正であることが明瞭になるであろう。この方はフランクス 計画をよりよくすすめるためにその家臣たち よって選ばれたはじめての国王となるであろう。かくしてそ 勇猛な心根を明瞭にするために長髪の君主の幼い四人の息子たちを投げ捨てるのを見るだろう！
　
その君主の名前はメロヴェであり、
武器によっ そ 名声を永久 も にするだろう、その腕は軍勢の中にあっ 、雷のようにフン族 たけり狂 た部隊 押し返すだろう。そしてアッティカ族が打ち破ったシャロン 近くで、己の力と心根をあまり も見せつけ で、異国の軍勢の勝利者としてたたずみ、敵は彼の前で、西風が吹き散らず薄っぺらな木 葉のように逃げ去るであろう。一方、怒り狂ったメロヴェは侮辱をともなう雷の先駆けとなる だこのように誇り高いトロイア 名誉 再建する め、
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この勇猛な国王はかくも多くの獲物を担い、パリの市壁の縁に辿り着 だろう。その地で軍法会議の意見に支持され、フランクスよあなた 思い出として、自分の王国を確立するための手段を探すであろう。そのために、その国 ガリアという名前 フランクという名前に変えさせるだろう。そして彼の豪奢な盾に、その砦 側壁を描き、その四方にフランクという名前を刻ませるだろう。そしてピピン い るまで、だれひとりとしてその高みにある思い出を、メロヴェの子孫以外はまとうことができないであろ 。 〔
G
euffrin （-（ 〕
次に一六一三年刊行のジャン・ド・セール『歴史総目録
）（1
（
』からの引用。
第三代国王メロヴェ。この方はこの第一王朝に名前と偉大なる光輝を与えた。クロディオンの息子、もしくはその最近親であるメロヴェは、彼に続いて王位に就いたが、これは国家基本
法のおかげであると同時に、フランク人たちの自由 選挙によるも であり、四五一年のことであった。
彼はクロディオンよりもはるかに幸運であった。なぜならライン河を再渡河し、ガリア 土地を獲得すると
いう自分の目的を実践したばかりか、その新しい王国の国境を運に見守ら 拡大したからである そしてこ
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の、クロディオンの地を踏破したアエティウスはそうと知ることなく、この機会にその計画を実現すべく、メロヴェのために道を切り開いたのである。
アエティウスは、ゴート族、ヴァンダル族、その他の蛮族が欧州で大いに勢力を伸ばしているのを見て、憤
懣やることなく 過ちをその下僕たちのせいにしていた主人のホノリウス帝の機嫌をそこねる。こ ようにして、アエティウスに対する疑念が生じ ので、彼をガリアの総督府から召喚し、彼の代わりにカスティヌスを派遣した。カスティヌスはガリア人 事情に新参者 ばかりか、ローマ人たちの共通の敵と対峙するために合流する命令を受けていたアフ カ総督のボニファキウスに対してライヴァル心を掻き立てられていた。この間 、テオドシウスは東方に、ウァレンティニアヌスは西方 と、ふ りの若い王侯 それぞれ異なる機嫌のままに残し、ホノリ 死んでしまう。
メロヴェはこの機会をのがさず、その隣人であるガリア人たちの心をたいそう巧みに探らせ、自分への献身
の思いにじゅうぶんに傾い いるのを発見する。そして軍 起こしライン河 渡り、まず最初にトレーヴを、続いてアルジャンティーヌを、つまり トラスブールとその近隣諸国を占拠し、そこからカンブレシス トゥルネンシスまで領地を拡大し 目論見をガリア諸国の中にまでさらに推し進める。カンパーニュ地方 主要な都市を我が物とする。それはいかなるローマ人も勝利の路を遅らせることができないほどの迅速さをもってである。
ウァレンティニアヌス帝はこの〔メロヴェの〕成功を知らされ、この炎を消化すべくアエティウスを召喚す
る。そしてフランク族に対する軍を率いてガリアの地に彼を再び送り返す しかし彼 とっては解決 なけれ
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ばならない問題がたくさんあった。
なぜならフン族の王アッティラ
（この者は自ら、帝国を罰するために神につかわされた人物と名乗っていた）
が、
アジアの荒れ地から五〇万人の戦闘員という信じがたいほどのひとびとをかき集め、荒れ狂う洪水のようにおりくだって、通り過ぎた国々をすべて荒廃させ、ポーランドからドイツまでも蹂躙しつつ ライン河を渡河し、ガリ の地を襲いに来ると脅迫した。この地はその肥沃な美しさ せい この民族すべてから羨望されていたのである。
かかる嵐を回避するために、アエティウスには、この同じ嵐が脅かしているフランク族と、ガリアの地のあ
らゆる占拠者たちと、友好関係を相互に結びあうこと以上に簡潔で有効なことはなかった。かくして戦争の代わりにかかる必要性に応じて、彼はメロヴェと和議 結んだのである
アッティラはガリアの地に侵入し、その地でオルレアンの攻囲にいたるまで展開する
（オルレアンではそのこ
ろ高名な司教アウィアヌスがいて 敬神の念と熟慮によって、攻囲されているひとびとをたいそう折よく慰めた）
。その一
方で、アエティウスの仲介でアッティラに対抗して、ローマ人、フランク族、ゴート族、ブルグンデ族のなみなみならぬ員数の勢力が集合する。
オルレアンは降伏する一歩手前だったとき、ゴート族の王ティエリがうまい具合に襲来した。ティエリは
アッティラにオルレ ン攻囲を解 せ、ほか 路を辿らせた。
アッティラはその広大な軍勢とともに出発した で、アエティウスとその同盟軍によって猛烈に追撃され、
カタロニカの平原で攻撃された。この地 ついては、あるいはシャロンの周辺の地域だとか、トゥルーズの地
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域だとか、さまざまに解釈されている。
戦闘が交わされ、戦いは激しかった。しかし敗北したのはフン族サイドで、
（終始一貫して書かれているところ
では）
一八万人の戦闘員を失った。勝利は分け隔てなくローマ人やフランク族、ゴート族のがわにあった。凱
旋と栄誉は勇猛に戦ったゆえに、メロヴェとその部下に捧げられた。ゴート族の王ティエリは、メロヴェの事績を飾るのにふさわしく、そこで殺された。
アッティラを追撃する議論が交わされた。アエティウスはこの意見に与しなかった。このようにしてアッ
ティラは打ち負かされて逃走 たが へし折ら わけではなかった。なぜなら自分の同じ諸部隊を率いて彼は肥沃なパンノニア地方の大部分を侵害し、そのために、不和 種を撒いただけに終わり、自分が始めたことに の繁栄がとどめを刺したアッティラの没後にあってさえ ハンガリーと う名前が由来している。このときアエティウスを動かして ッティラが半ば戦闘不能 なっているのに放置し のか議論 なされ敗走した軍勢の遺したものは、大打撃のあとにあっても、小さくはなかったのだ。そうし わ で、救いを期待しない いうことしか、敗者に救いがないのだから、彼らを絶望させない方がよろしいと思われたの ある。アエティウスもまた、フランク族に嫉妬を覚えて、このように考えてい のだろう。フランク族は、あの野蛮人の完璧 敗北によって さらにいっそう優れたものになると思っていた かもしれない しかしアエティウスがどのような意図をもってい としても、それ 彼にとってひどく悪いものとな 。それ いうのも主人であるウァレン ニアヌス帝が彼に対 たい う不満をい き 彼を殺 せ 、自分 賢く忠実な家臣を自ら始末してしまったのである。そして
（その罰であるかのように）
自らの右手を窓で切り落としてし
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まった。この間に、メロヴェをめぐる出来事が、家臣たちに何の利益ももたらさないまま、いたるところで持ち上が ていた。彼は汲めども尽きせぬ名声を手に入れていた。彼はローマ人か は怖れられ ガリアびとからは讃えられ、みなから畏怖され、愛されていた。ゴート族の王ティエリは死に瀕して、彼を継承者に選んだが、ローマ兵たちは彼とほとんど交わることがなかったであろう。ティエリ メロヴェを打ち破った軍勢だったからである、アエティウス 熟慮と勇気が彼にそれ以上反対させなかっ のである。このようにその王国を創設させるべく彼を用いようとの神の摂理は、いたるところで彼に光をもたらし メロヴェ また、たいそう巧みにそうし あらゆる便宜を管理す でき の 、運命 前髪をつかまえて、この地方に深く潜り込み、パリやサンス、オルレアンやその周辺の地域を住民の意志 よっ 我が物とす そしてこれらの地方を他の地方と連合させな ら ガリアびとをとて 立派に扱 なつかせた め、自分たちを指揮するのにふさわしいと評価させた。このようになん 異論もなく、国家の体制を築き始め 自分のかつて 地域の名前から取って、新しく征服し支配したガリアの地方をフランスと名付ける。
ここから、ウァレンティニアヌス帝がフランク族に、その著しい奉仕の報いとして、自由を与え、ローマの
歴史をよくよく考慮せずに そのために彼らが自分たちをフランス人、すな ち拘束さ ことなく自由なひとびとであると自称したのが、もっ もらしいかどうか、考えるこ が出来る。そ ためこのローマびとの註釈が合理的に引き出されたはずなのである。
かかるところが、したがって、この偉大で高名な王侯の勇気と、深慮と、幸運である。かれは熟慮のすえ、
メロウィング王朝 呼ばれる、第一王朝 自分の名前を与え をその機構 主柱 認 る ゆえ あ
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る。
彼は四五一年に統治を開始し、わずかに一〇年間君臨した。彼はほんの一時間も善をなすのに失いはしな
かった。
彼の時代、教会に驚くべきことが起こった。一方で蛮族たちが国家を壊乱し、他方で異端者たちが、古代か
ら続くカトリック教的教義の真理に反して生まれた、その怪物的な新奇さによって、教会を攪乱していたのである。彼らの主要な狙いは神のみ子の位格に対して向けられた。ネストリウスはこの点で本性から自らを離していた。エウテュケスは両者を混同していた。テオドシウス二世帝はネストリウスと彼の後継者であるマルティヌスに反して、エペソスに公会議を、もうひとつの公会議をエウテュケ に対抗してカルケドンに招集させた。
またオランイエやウァランス、カルパントラ、アルル、トゥール ヴェネツィアで、規律の命令が有効に備
えられるように、教会のさまざまな喫緊事のために、宗教会議が開かれた。
キュリロスとテオドレトゥスがこの時代に活躍していた。ふたりとも真理のための非常に偉大な人物であ
り、忠実な擁護者であった〔
Serres I （（-（0 〕 。
長い引用になってしまったが、ジャン・ド・セールの文章が今後邦語訳されることなど考えられないので、メロ
ヴェを論じた一章をまるまる訳出してしまった。どうかお許し願いたい。両者を対比した場合、セールをジュフランが利用したのではないとしても、共通の祖を有することはあきらかである 私のような歴史愛好家でも以下に挙
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げるいくつかの要素を共有するパンフレや誹謗文書、自称歴史家たちの著作をすぐと、いく篇も想起することが出来る。ただ私たちにはありうべき共通の祖を特定出来なかったので、いくつかの要素で似通っており、かつ亜知識人受けのよかったジャン・ド・セールを引き合いに出しただけだ。それらの要素とは、
（　
メロヴェが王国基本法にのっとり、フランク族の選挙により国王に指定されたこと。
（　
メロヴェがフン族を蹴散らしたこ 。
（　
シャロンが闘いの場として選ばれ
（　
上記の引用〔
G
euffrin （-（ 〕も下記の引用〔
R
onsard X
V
I （（（-（（（ 〕も冒頭でメロヴェの姿を指揮官に据える。
などが挙げられる。逆に合致しない点では
（　
メロヴェによってガリアびとの名前からフランク族の名に変わったのか、それともマルコミール
（マルコミー
ルはフランクスをもてなしたディケー王の娘で、後のフランクスの妻）
によってか。
（　
創作であれば当然であるけれど、メ ヴェが四人の息子に対してなしたおこないを詳述しない、
等々、これも無数に挙げられる 、それほど角をたてるほどのことではあるまい。
しかしジュフランには、必然的に、もう一篇、下敷きにしえたし、下敷きにしなくとも絶えず意識にのぼってい
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た作品があった。もちろんロンサールの『ラ・フランシヤード』を指している。
これらの二人に続いて、戦士の相貌の星々に顔を高く向けたままこの真っ先に歩んでくる者は何者か。それは勇猛で正義なるメロヴェであり、フン族の酷な敵、フン族は霰よりも激しく降り来たり、力尽く 、略奪し、燃やされた炎で熱気を帯び（すっかり血まみれになったマルス神が彼らの軍勢を導くであろう）トレーヴやケルン、その他あ たのライン河がその水 うるおす無数の要塞を占拠するだろう。そしてメッスを大地に沿って襲いかかるだろう、戦争に際し馴らしがたい、残虐な種 で 。西欧を略奪するために、ローマ帝国の極めつけ 禍非人間的で残酷な君主、ア ティラのもと
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金髪の醜い兵士たちが部隊また部隊と、集結するほどには、大海も海辺にかくも多くの砂粒を運ぶことはない。激怒に刺激され、虐殺 破壊に っかり熱中し、三本の曲がった切っ先 雷のよう 怖れられるかかる民族に対抗して、このメロヴェはシャロンのか わらで己の勇気を対峙させ、剣をもって不敵な大胆さを一刀両断 だろう。この平原で細断され、ひとりまたひとりと地面に顔を打ち付け 彼らは倒れてゆくだろう。彼らは腹をすかせたマスチフ犬にとりつかれ平原にはだかで、その腐肉で脂ぎって、犬どもの恰好な墓場となるだろう。その配下のトロイア人 従え、彼は先頭 き 、パリの岸辺、サンス、オルレアン そしてラ・ロワール河の河岸をふたたび平定するだろう。それから、フランクスよ、あなたの名前を思い出して、
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ガリアの名をフランスに変えるだろう。そして武器によって、あなたの流された血の復讐をするだろう。そしてかくも多くの獲物を背負った、あな の部下の誰一人として、かくも大声にトロイア 名前 叫ぶべきでは い。勇猛な君主よ、打ち破りがたく、不敗で、勝利を収める者 。血なまぐさい戦争の恐怖と戦慄であ 彼の盾の周囲には、月桂冠と棕櫚の勲章、武具飾りが生まれるだろう。そして甲冑で ち取った名誉がい るも か、フランク族たちに見させる最初の者となろう。それから彼は歿するだろう。なぜなら生を受けたあらゆるも は生まれなが に 死すべきように定め れ いるからだ。 〔
R
onsard X
V
I （（（-（（（ 〕
ジュフランは、ロンサールが描いたメロヴェの盾の様子に見向きもしない。この一事をもって象徴とすべきでは
ないだろうし、まことにつたない私訳が十分には、あるいはその数分の一でも両者のフランス語の違いを伝えられてい のは明瞭だが、それにしてもロンサールの詩人、創作者としての才能はジュフランとは比べようもない。その懸隔のはな だ さゆえにだろうか、ジュフランが、ロンサールがその人への言及で預言をやめさせたシャル
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ルマーニュまでに割くのは、 「王への書簡」および「読者への序詞」をのぞく、韻文にささげられた全一八一ページ中、三〇ページまでで、あとは自らの筆の走るに任せている。
わたしたちはジュフランが作品を語るにあたって建国神話のイデオロギーによるフランス人のアイデンティティ
の発見を捨てて、事実的統治のイデオロギーを選択した、と述べた。謂わばティトゥス＝リウィウスの壮大な歴史書の標題を援用すると『フランス建国以来の歴史』にも擬せられる、種々の障害ゆえに完成こそしなかった、詩作による建国神話である。フランクス一行のトロイア脱出と、航海の奇譚を悠 と語り、トラン 状態に陥った巫女の口を通してしか、そし それゆえにシャルルマーニュまで しか名指されない歴代のフランス国王、如何にシャルル九世が歿 たとはいえ辛うじてフラン 建国 途上で止 るロンサール、――それに対して時の権力におもねる御用作品の上梓を主目的とし、ために過去を語るジュフランの筆は の詩才とくらべ、略述的になり、さらに韻文 にとっては致命的なことだが、詩 霊感を犠牲にしさえする。
まずジュフランの詩句から。
そのあとに来れる者は堕落した生活の王、
死にいたるまでその霊は屈辱的な快楽で満腹になることなどなかった。その名はシルペリク、家臣の誰からも愛されることはないだろう。それどころかひどく憎ま ていたので、 歿後であってさえ、
― 22 ―
極度の悪行のため引き受け手がいなくなるだろう。彼の臣民は税金やタイユ税、租税に苦しみ、シルペリクのもとでいささかの休息ももた いだろう。ある夜、 は後添えのフレデゴンドと一緒 なるために、妻のガルソンドを殺すだろう。フレデゴンドは装われた愛情 欺く魅力で、その貞潔な半身の逝去の復讐をするだろう。なぜならある日この国王が狩りに出かけるとき、王妃は苦しみ始め、顔 おもてを長い髪がなび ようにして、破廉恥な話をするだろう、国王にランディの愛情を暴露し、そこで 妃はたちまちのうちに狂乱状態となり、それは王侯や国王の嫉妬 呼びさます危険を恐れて こと、自分は心の中に、自分を強いて自分の主人へおぞましい殺人を犯させようとした 忠実な恋人への憎しみや恨みをさらけ出しはしないだろう、と。これに対して国王が狩りから戻るであろうとき すべてはきちんと準備され
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ランディは国王のそばに身を構えるだろう。かくしてフレデゴンドに唆されたふたりの暗殺者が国王がほんのわずかなお供 付き添われて王宮に入ったとき、恋敵の暗殺者が国王を馬から引きずりおろし、怒り狂って国王の上に突進し、それはいのちを奪われなければ王を放さないほどだろう。そしてそれからこ 骨を、泣くこと えなく埋葬フレデゴンド 揺り篭にいるわ 子の百合の紋章の女摂政とな た。厚顔 母親は子供に後見人と 、恥ずべき姦通者を与えるだろう。そしてフランス の戦闘を平定する め、腕に三歳の王太子をかかえるだろう。そしてまる七年間豪奢に、また豪華にフランスという船を導くのが見られ 〔
G
euffrin （（-（（ 〕
続いてロンサールの詩句。
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そのあとにもうひとり、すっかり陰鬱になって腹を立て、胸を張り、歩きながら思いを嚙みしめ、多くの者を脅迫し、自分が万事になることを夢見ている。それはシルペリク 王 ふさわしくない者、家臣を喰らい、貪欲さですっかり錆びつき、残酷な暴君、あらゆる悪徳に奉仕する者、この者は租税によって臣民 破壊 るだろう。その市民を流刑の罪で追放す だろう。黄金に飢え、そしてさかしまに向けられた軍隊をつ じ、兄弟の土地を奪おうと欲する ろう。誰をも愛せず、誰からも愛されず娼婦たちからなる恥辱にまみれた後宮を自分が赴く先々にどこであろうと同行 せるだ 、平時であろうと戦時であろうと。日々を悦楽のうちに使い果たし腹と欲望しか神としないだろう。臣民の嘆きに耳を傾けよ せず、
― 25 ―
一七世紀初頭の『ラ・フランシヤード』（第一回）
古きガリア人たちのあらゆる徳、あらゆる健全な風習はこの王の前から逃げ去るであろう、その掟を守 司祭たちの強敵として。学生たちは聖職録に与からないだろうし、資産家は公務の録を授けられないであ 。万事、恥知らず おべっか使いによってなされ、悦楽が徳の役割を果たすであろう。天の権力は高みから明らかなその憤怒を くほどまでに示すことは かろうし、あらゆるも の偉大なる父、神も決してこれほどまでに 、人間に対してそ 激怒を示しはしないだろう、血と暗殺と戦争の徴。あらゆる場所か 地震が、動揺したひ びと とっ 恐るべき恐怖として、地の底から高みにいたるまで、都市を打ち崩すだろう。これまで一度も大地が火をこれ以上の箇所で、吐き出すことはなかった。これまで一度 天に、
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彗星の長い毛髪がこれほど伸びることはなかった。大胆不敵な精霊である風がこれまで一度も、森や山をこれほどま の物音を立てて、野原を一掃しながら、粉砕す とはなかった。切られたパンは血で赤く染 るだろうし、真冬に木々は花をつけるだろう。しかしこれ の天の脅威にもかかわらず、この邪悪な国王は自ら 過ち つぐ おうとはしないだろう。それどころ まったくもって尊 、悪徳に染まり、天に眉をもたげながら屈辱的な放蕩に燃える心で、約束された掟に反して、婚礼の聖なる褥侮辱し、いと不実なる夫と て、自分の妻を 絞め殺す。褥も、掟も、愛の夜も不運なガルソンド 守りはし いだろう彼女の喉元を腕で締め付けながら、
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非人間的な人殺しが、彼女を窒息させることを。スキュタイ人の仕業であり、フランス国王のそれではない。フランス国王だったら彼女を救うために防御のため対峙するべきだったのだ。そして自身、自分の妻が囚われの身になったり、傷つけられたりする を見て苦しむよりも、むしろ百度も死に身を晒すべきだっ のだ。そして彼女の傍らに横たわり、からだをくっつけ、寝床で抱擁しながら腕のなかで安らぐ彼女を、夜になって絞殺する ろう。残虐なる暴君よ！
　
この者の頭上に
神の憤怒がすでにすっかり準備 整え、汚辱の死去で彼女の血が彼を染めるだろうそして彼 娼婦が妻 仇をとるであろう。妻のゴルサンド 死後、彼の娼婦フレデゴンドと結婚 るはずだ。この女は見るからに恥ずかしい面立ち してお 、好色で猥褻な物腰を 、
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慎ましやかさと尊大さのあいだの話し方で、この主人たる国王を奴隷におとしめるだろう。その欲望によりすっかり彼を愚かにする で、彼女の快楽 下僕として仕えるだろう。それから彼 い ちを犠牲にして、娼婦を てにする者は気違いだと学ばせるはずだ。さて彼女は夫を寝取られ男 し、彼女の自堕落な王国の任務をすべて負っ いたランドリいっそう楽しむために、愛情のために愚かになったこ 女はふたつの暗殺を引き受け、猟の帰り、 いそう遅く 王喉に短刀をつき て、引き裂いた。このように自分の妻の手で、このシルペリク、王侯たちのなかで不名誉なこの者は死ぬだろう。神への恐れも、掟へ 怖れも こ 女は、鉄面皮そ もので 夫の血で赤く った指をもち、殺人と姦通を
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見事なお手並みで隠すために、戦闘の直中に女戦士として赴くだろう。そして彼女の腕の中で、三か月の赤ん坊をさしだすだろう。裏切りの憐憫だ！
　
彼女の乳房にしがみついているが、
彼女の好色はその後見人を務めるだろう。それからフランス人にとって ぞましいこの王妃のいやむしろフランス人にとって最悪の狂乱の、頭は刑罰を待っていたが、あたかも神が悪徳に好意をよせるか ごとく、七年ほど、フランス人の統治者、ランドリとともに奢侈と栄誉のうちに暮らす ろう。いっそう悪いこ に 、死して ちひとびとは を聖女とみなすであろう。かくしてすべては欺瞞と罠のうちにおこなわれるのだ。 〔
R
onsard X
V
I （0（-（0（ 〕
両者の違いは明瞭であろう。一〇音綴を用いてもロンサールはロンサールであり、一二音綴をもちいて、より説
明的にしようとしてもジュフランはやはり無名の韻文家である。
ただジュフランの特徴を知ろうとすれば、ロンサールが筆を止めたシャルルマ ニュ以後であり、本格的な王誉
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めの詩句となるアンリ四世の出現以前の出来事の描写を尋ねることになるであろう。そのいく分かでも紹介できれば、ジュフランが王家お抱えの御用詩家になれるほど悪王に笑顔を振りまいたりしているわけではなく、歴史的に評判の悪い君主には口をつぐむどころか、これを讒謗する平板な韻文作者であっ ことの例示となろうが、それには紙幅が足りないし、そのためにわざわざ紙数をいただく韻文作家でもない。
二
履歴のわからないジュフランだが、その詩句のなかにそのいく分かを知らしめる一節がある。ことは近年、アン
リ三世の御代に発する。ジュフランの詩句はアンリ三世を讃えるどころか、むしろ当時のパンフレ作者 似て、舌鋒鋭くこの不法
（この「不法の」という形容だけでも私がなにを念頭においているか、お分かりであろうが）
の君主を攻撃
する。たびたび 長い引用で恐縮だが、以下 一節をお読みいただきたい。
だがこの国王がこれらの勇猛なロレーヌ人の
闘いに慣れた血に、その手を浸すやいなや、その王はもはや王であることをやめ、すべからく武装したフランスが、眼に涙を流しつつ、互いの甲冑を撃ちつけあって、この忌まわしい振舞いの不吉な話に、
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天へとその溜息を送り、嘆きを訴えるであろう。この話はあまりにも衝撃的にフランス人を驚かせ、市民のあいだの喧噪で動揺した民衆は二派に分かれるで ろう。彼らの君主は心 打ちひしがれこの不幸な出来事のうちにブロワ城に取り残され、内心の不安に怖気づいて苦しめられ、どこへいけば隠れ家を保証してくれるか 分からないでいる。見るがよい、 邪悪 家臣が自ら 君主 対抗 ていかな 義務も果たさぬまま、党派を旗揚げし、最悪の災いで悲惨を織り上げる。見るがよ 、実父に武器をとる息子が頑迷固陋な災 の党派人として、最後には自分を破壊する愚かな野 跡をついてゆく。その怒り 満ち 気違 じみた、そ 残虐な野望は、畝の間を鞍に乗せたまま、楽しむかの うに手綱を操る小姓を、己の気の向くところへ運び去る口から轡 はずされた馬に真似させてい 。
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〔……〕見るがよい、たいした努力もせずにエタンプ州は国王の軍隊によって奪い取られ、反逆したポントワーズの町は、国王の大いなる寛仁によるご好意の と臣従の足かせのもとへと戻るのを。国王は彼らの罪をお忘 になり、彼らに慈悲を賜わるだろう。それから王の軍勢はポワシーを越えて、サン＝クルーに駐屯するだろう、その地で王の歳月が邪悪な剣により貫かれ、 の悲劇的な終焉を見るこ だろう。王のすべての家臣は、悪徳 温床であ 気 狂っ 修道士により一振り 短刀で王の横腹を刺される て霊魂は悲痛を感じ、心は怒りであふ 、道を外した卑劣漢は護衛兵による自ら 処刑 るだろう千倍もの残酷で、恐ろしく厳しい罰がふさわしい、このおぞましい振舞いを考えれば情けともいえる苦痛だ。そしてこの、フランスの高貴な血から生まれるにふさわしくない蝮
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種族を罰するのに適切な処分だ。なぜならその宮殿でこの輩はわたしたちの国王を殺しているからだ。そしてまたこの輩はひどく大胆で、信じられないほどの行為におよび、国王の栄光の だなかで打ち倒すの ある。ちょうどあなたがもうひとりの偉大なアンリがその親愛なる民衆の祝福にあって、公にして王道の喜びの前夜、すすり泣き 声で首都 喉をつま せるのを見るであろうように。 〔
G
euffrin （（（ 〕
ジュフランの『ラ・フランシヤード』が刊行されたのはルイ一三世の政権が安定し始めた一六二四年のことだか
ら、上記の引用にあらわれる未来形の時制は、ドービニェもよく頼った、既成の事実を過去にさかのぼって予言してみせる詩的手法である。そ はともあれ、上記〔
G
euffrin （（（ 〕の前半でジュフランはふたりのロレーヌ人
（も
ちろんギーズ公兄弟だ）
を暗殺させたアンリ三世を明らかに非難している。これは先に暗示したように、ユグノーの
文脈ではなく、ポリティック派の文脈でもなく、リーグ派の文脈でとらえるべき、もっと踏み込んで言うとリーグ派の説教師の口吻にのって書きとめられたよう 文章である。この種のパンフレには引用するに事欠かないが、一応修史官という職目をアン 四世からえて、客観的 同時代史の体裁をとっている作品から類似の文章を捜してみよう。たとえばギーズ公暗殺に関して、パルマ＝カイエの『九年記
）（（
（
』にはリーグ派のヴァージョンだとして、次の
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ような文章が差し挟まれている
（それにしては穏健だが）
。
〔一五八八年〕午前七時、ギーズ殿を顧問会議に立ち会うよう請いに使いを遣った。王室召使頭が七時半、弟君の枢機卿猊下を迎えに行った。猊下が城内に泊まっていなかったからである。国王がクレリーに食事に行きたがっていて急いでいるのだという口実で、ご兄弟に急いで ただくよう懇願した 顧問会議室に到着し、そこにラルシャン殿とその配下 弓兵全員がいるのを見て「おまえがここにいるとは並みならぬことだ。何が起こったのだ」 。――「両閣下、とラルシャンは言った。これらの哀れな者たちは閣下が、陛下がいらっしゃるまで こでお待ちいただくよう、わたしが顧問会議に哀願するよう望ん おります。これ 陛下が自分たちに賃金を支払 てい だく めの哀願 あります。それと う も財務官が彼らに支払う賃金は一ソルもなと申したから ございます。そうなる こ 者 ちは四、 五日後にはこの地区から追 出されるでしょうし、顧問会議が命令 下さなければ、暮らし ために自分たちの馬を売り、めいめい徒歩で自宅まで帰らなくなるでしょう」 。これを聞いてギーズ殿はこう答えられた。 「わたしはこの者 ちとおまえを、全力を尽くして助けてやろう」 。それから腰を下ろしに行かれた。すぐさま経理部主席 マルセル殿 立ち上がり、ラルシャン殿とその弓兵に、差配してあ 一二〇〇エキュの一部がそこにある、と告げに行った。ラルシャンは返事を渋って、それでは少なすぎると言った。こうし やりとり 間に、ギーズ殿は胃に痛みを覚えられ、ズボンの中から銀製の箱をひとつ取り出し、なに しら葡萄がある ろ と思い、なかに何も入 ていない 知り、陛下のお部屋つき侍従 サン・プリに国王の駄菓子をいくら 呉れるように頼まれ 。サン・プリは閣下のため
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ブリニョルの四つの杏を捜しに行かせた。閣下はそのうちのひとつを召し上がり、残りの三つを上記の箱に入れられた。ちょうどそ 時、この方が名誉の負傷をおった瞳から涙が出て、ズボンの中にハンカチ 捜されたが、見つからなかったので、こう漏らされた。 『余の臣下は今日、必要なものを余に渡してくれなかったなあ』 。閣下は財政局長であったオトマン殿 、扉のところまで行って、小姓のひとりでも、あるいはいく人かの家臣でもいない どう 、そして、もしいたらハンカチを一枚捜しに行くよう命ずるように 頼んだ。オトマンが外に出るや否や、サン・プリはギーズ殿が一枚のハンカチを必要とし いると知らされ、彼に一枚を与えた。
八時ころ国務次官のルボル殿が執務室から外に出て、顧問会議室に腰を下ろしていたギーズ閣下のもとに、
国王がお召であると告げに行った。すぐに閣下は出発し、手に帽子を持って国王の執務室に行った。そしてもう一つの部屋との扉に掛かる壁掛けを持ち上げて、扉がひどく低かったのでそこに入るために身を がめると、たちまち、国王がしばらく前からお傍で勤めるよう選ばれていた四五名 貴族 うち 六名が、マント下に抜き身で持っていた短刀や大きな短剣で、あっと言う間もなく刺し ため、閣下にはか うじて「神様、私をお憐みください！」と言う時間し った。そして立派な寛仁のこころで部屋 なかへと数歩、自分殺した者たちに抱き着 て後ろ向きに押 戻し、国王の足元で倒れた。何も話すことなく最後 息 、死への啜り泣きととも 、ひ とった。 〔
（（ （
d ）-（（ （
d ）〕
筆の赴くままに長文の引用となってしまったが、実は当時のパリ・リーグ派の筆致はこれほど生ぬるくなかっ
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た。しかしそれらのパンフレや誹謗文書的な歴史書にはさんざんお付き合い願った覚えがあるので、ここではほとんど感情の混じらない上記の引用を三〇―三一ページの引用と対照させることにより、詩人 どれほどギーズ公らの暗殺の描写を簡略化したかのひとつの例証としよう。そしてこれと並べてもうひとつ、かなりヒステリックに詩文化されている、後半のアンリ三世 暗殺 場面もパルマ＝カイエの筆でどのように描かれたか、確認しておこう。
〔パリ攻城の準備が上首尾に整えられているという〕かくも多くの目論見とは逆に以下のようなことが起こってしまった。 〔一五八八年〕八月一日、七時と八時の間、サン・クルーのジェローム・ゴンディ殿の素晴らしい舘に逗留されていた国王は、格別に王を弑逆するためにパリから忍び出てきたジャコバン僧が、一通 書簡を差し出す一方で、僧服の袖から短刀を引き出したため、脇腹を刺されてしまった。国王は傷を受けたのを知るとご自分でジャコバン が放置した 抜 取られ、その僧 眼の上あたりを刺された。いく人もの貴族が、ちょうど国王の寝所に入ってきたところだったが、このジャコバン僧に跳びかかり殺してしまった。それからその僧を中庭に面している寝所の窓から下へと放り投げた。死体は中庭 かなり長い間、放置されてた。彼がジャック・クレマン坊と呼ばれるジャコバン僧であると確実に認知されるまで、ある者は彼がバン僧に変装した兵士だと言い、別の者は、そうではないと言っていた。
『九年記』にはまだまだアンリ三世暗殺の余波が述べられているが、そこにはジュフランのようなけたたましさはない。ギーズ公兄弟の暗殺を糾弾して止まないリーグ派の立場からすると アンリの暗殺はまさしく天誅であ
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り、ジャック・クレマンは天からの使いであり、これを喜ぶパリ・リーグ派の祝祭的演出についてはいまさら書きたてる必要もあるまい。これらを勘案するにジュフランはギーズ＝ロレーヌ家に何らかの縁がある
（自称ではある
が、故マイエンヌ公の秘書だったとは、そういうことだ）
転向リーグ派であり、アンリ四世の御代から始まる王誉めの
文章は 転向者が禄を食むのにそうせざるを得なかったからではないか。
そう、直接仕えたルイ一三世の実父、ブルボン家の祖アンリ四世の治世を歌う第六巻からは一切、王たちの政治
手法や人柄を批判する言葉は出てこな 女摂政であったマリー・ド・メディシスとルイ一三世の親子の暗闘にも食れることはない。ここでもジュフランは建国神話によってフランス人にアイ ンティティを与えようとした大きな発想の詩人で く、自分の過去の憤懣やるかたなさをおもわず口 しなが も、生計のために現実におもねる、現実の政治統治イデオロギー 追随者で り、あるい 提唱者でさえあった。
（以下次号）
注
（
（）　
ロンサールの詩人論を論じようとする文献ならば、ほとんどすべてがこの作品を前に躊躇しているが、敢然と取り組も
うとする学者もいる。
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指示・援用指示に関し、一言述べておく。
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